
18 章ｐ1 

第１８章 空間ベクトル（数Ｂ，３講分） 
Ａ問題 
18-A-1 F297A

18-A-2 F299A 

18-A-3 F305A 

18-A-4 F306A 

18-A-5 F307A 



18 章ｐ2 
18-A-6 F313A 

18-A-7 F314A 

18-A-8 F309B 

18-A-9 F315A 

18-A-10 F316B 



18 章ｐ3 

Ｂ問題 
18-B-1 F300B 

18-B-2 南山大 

四面体 において，辺 の中点を  ，線分 の中点を とする。また，

に対し，線分 を ： に内分する点を  ，直線 と平面 の

交点を とする。ただし， ， ， とする。

 ， ， を ， ， と で表せ。   

  ： を で表せ。

  辺 と線分 が平行となるとき， の値を求めよ。

18-B-3 F301B 

18-B-4 F302B 



18 章ｐ4 
18-B-5 F308B 

18-B-6 F310B 

18-B-7 F312B 



18 章ｐ5 

Ｃ問題 
18-C-1 F303C 

18-C-2 F304C

18-C-3 F ﾁｬﾚ 38 2001 京都大学



18 章ｐ6 
18-C-4 F311C

18-C-5 F312C

18-C-6 F319C



18 章ｐ7 
18-C-7 F320C

18-C-8 F ﾁｬﾚ 40 2008 秋田大学



18 章ｐ8 

演習問題 
18-E-1  F298A 

18-E-2
点  ，  ，  が定める平面に原点 から垂線 を下ろ

す。 を ， ， を用いて表せ。

18-E-3

点  を通り，ベクトル に垂直な平面を a とする。平面 a に関

して同じ側に 点  ，  がある。

  平面 a に関して点 と対称な点 の座標を求めよ。

  平面 a 上の点で， を最小にする点 の座標とそのときの最小値を求めよ。

18-E-4

F318B


